
  

 
  

～ 岡田幸子校長先生のお話より ～  

 
一年生はとっても立派でした。返事もとても元気でステキでした。 
二・三年生、準備・片付けが完璧でした。金石中の生徒は、学年が上がっていくとしっかりしてよくなるんだな

と実感しました。 
校歌隊をしてくれた人、ありがとうございました。拍手と言われる前に手をたたきそうになるくらいに上手な校

歌でした。歌だけでなくて、立ち振る舞い、所作もステキなものでした。来賓の方 からは、後日、わざわざ電 話を
くださって、「ステキな入学式でした。校歌もステキでした。」というお言葉をいただきました。 

よかったです。ありがとうございます。 
 
 
では、今月（４月）のお話です。  
金石中学校では、  

 です。 
 
特に今年は、「思いやりの心を持った」に目を向けて、  

 を、（『カナイワ プライド』は変わりませんが、）  
 
 
 
                                                            としました。  
一つ目、金石中学校の生徒としての『誇り』を持ってほしい。 
「一人ひとりが金石中学校の生徒であるという自覚を持って、日々、行動してほしい」

ということです。 
 
二つ目、「自分も周りも大切に」 
「自分自身を大切にしてください。」そして「周りの人も大切にしてください。」  
まずは、自分のすぐ近くにいる人、まずは自分のクラスの人、先生もです。大切に接してほしい。 

つまり、思いやりの心を持ってほしい。 
 

…… ことが、後々（のちのち）、 
 

になる 

と思います。 
 

『カナイワ プライド ～自分も周りも大切に～ 』  
ぜひ、この言葉を心の中に留めておきましょう。    


